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3 ． 金 沢区の 医学史一 と くに 明治初期の 二 人の 村医 と死 亡診断書 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 金 沢 区 　　 　　　 　　　 　　　松 本 龍二

　今年 、 金 沢 区が 磯子 区 よ り分区 して 50 年 が 経ち 、 金沢 区 医師会 50 周 年記 念誌を発 刊す

る こ とに な っ た 。 私 はそ の 編集 の
一

員 と な りま した。 私 の 生家が 金 沢 で も古い 家で したの

で 、 明治 ・大 正時代に 金沢 の 医療に 尽 く され た 医師を 調査す る役割 を も っ た 。

　100 年以上 も前 の 話 なの で 、 こ の 土地 に 生 ま れ なが ら子 供 の 時 の 主治 医の 田 中先生 の 家

が代 々 医者 の 家で あ っ た位 の 記憶 しか な く 、 そ の 他に 居 た か も知れ ない 医師の 話は 、 祖父

や 父 か らも聞い た こ と もな く 、又 現在 の 医師会 の 先生 も全 く知 らな か っ た 。 幸 い な こ とに 、

昭和 62 年 金 沢 区図 書館発 行 の 「金 沢の 100 年」 の 本 を読み 、 明治初期の 各村 の 戸長 （村

長）、 旧家、 1日金沢藩 主等の 15 家に保 存 され て あ っ た古文 書が横浜 開港資料館 に保管 され

て あ る こ とが分 か っ た 。 そ して 明治 6 年 か ら明治 16 年迄 に書 かれ た 89 通 の 死 亡 届 と 25

通 の 死 亡 診断書が 見付 か っ た。
これ に よ り明治初期に は 田 中医師の 他に宮川一 宗氏が居た

こ とが 分 か っ た 。 また 隣接 の 磯子 区杉 田 の 間辺魯 山氏 が 大 きな役割 をな され て い た 。 そ の

後 の 調 べ で 田 中氏 は長 崎 で 、宮川 氏 は 京で 蘭学 を学 んだ 医師 で あ り、間辺 氏 は 千葉佐倉系

の 漢方医で あ る こ とが 判 明 した 。

　金 沢 の 様な三方 を山 で 囲まれた陸の 孤 烏 、 寒 漁村 に か か る優秀な 医学 の 先端 を行 く先輩

を持 っ た こ とを誇 りに 思い
、 早 く同僚 の 先生 に知 らせ た く 、 昨秋今 回発表 の

一
部 を金 沢 区

医師 会報 8 号に載せ 、又
一 部を学術懇話会に発表 し た

。 今回の 発 表の 中で 、 明治 6 年 9 月

の 死 亡診断書は金沢 区で
一

番古い もの で 、横 浜市で も 1 〜 2 番を争 うもの で は ない か と思

われ る 。 その 他、 死 体 検案 書 、二 人の 対診医 に よ る診 断書 、詳 し く記載 され て い る 死 亡 届

等、珍 しい と思 っ た もの を紹介 した 。

《特別 言冓演》

先人た ちは性 医学 を ど う学ん で きたか

横浜 市 斉藤 三 朗

は じめ に

　古い 時代の 性 医学は 、性生活 の ノ ウハ ウ中心 だ っ た

　わ が 国 の 「性生 活ノ ウハ ウ」 書 は古 くか らの 医書 「医心 方」 に 凝集 され て い た とされ て

言 われ て い るが こ の 書物が
、

一
般 人 の 目に触 れ た の は 明治 も終 り 39 年 の 事で 当時東 京帝

国 大学の 図書館 地下 に 埋 もれ て い た の を中国留学 生 の 目に 触れ た の が 初 め で 、 当時 の 学者

た ちの 手 で 出版が 計画 され たが 、 中止 の ハ メ に 遭 っ て い る 。
「医心 方」 は 987 年 当時の 鍼
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医丹 波康頼 が 、 中国か ら到 来 して きた 多 くの 医書 （82 冊余 ） を編纂 した と され た全 30 巻

もの で 、そ の 内の 28巻が 「房内部」。 こ れ に は性 生 活 の ノ ウハ ウが記述 され て い た が 、編

者 が 宮廷に 献上 した こ とか ら長 い あい だ 、 人 々 の 日には触れ なか っ た 。

　しか し 「房 内部 」 だ けの 抄録 、和風 に書 き記 した 「性 の ノ ウハ ウ」 が 、 巷に は 出回 っ て

い た 。 や が て 18 世 紀 に は 、 貝原益軒が 「養生 訓」 を刊行 した こ とで 「性 生活 ノ ウハ ウ」

一
度 に 注 目 され る よ うに な っ て きた 。

　 しか し、古 医学や 、 儒教医 学に 批判 的だ っ た 安藤 昌益や 、 解剖 下 に実験 医学 を追及 して

い た 大 矢 尚斎 らの 熱 意 な どが 西 欧 の 性 医 学 の 受容 を急 速に お こ なわ せ た と見 て よい
。

西 欧の 性 医学の 受容 は ヒ ポ ク ラ テ ス
、 ガ レ ノ ス の 「性 医 学」 中心 だ っ た

　杉 閏玄 白の 「解 体新書」 に 引き継 ぎ、欧州 医学書の あ い つ ぐ翻訳書の 多 くは漢方医や和

蘭医 た ちに 次第に 受 け入 れ られ た と い え よ う。 安政 4 年 緒方洪 庵が 膨大な フ
ー

ヘ ラ ン ドの

翻訳 「扶氏経験遺 訓 」 刊 行 を契機 に 西 欧の 衛生 学書 の 翻 案が急 が れ た らしい も、 そ こで 登

場 したの が辻 恕介 の 「長 生 法」 や松本良順 ・山城豊城 の 「養生 法」 で あ っ た 。 そ の 基本 姿

勢は フ
ー

フ ェ ラ ン ド医学の 流れ の 継承 だ っ た もの で あ っ た 。

　幕府政治が終罵 して 、 明治維 新の 到 来 。 緒 方門 下の 優秀な弟子 緒方准準が大阪医学校 に

招請 したボ ー ドウイ ン の 泌尿器学講座 は 、 それ ま で 知 りえた欧州 医学 の 水 準 の 高 さを叙述

に み せ て 性 医学の 受容 に お お い に 貢献 した もの で あ っ た 。
「日講 記 聞　全 11巻」 の 緒言に

緒方洪庵の 義弟 緒方郁 蔵 が 「従来の 男女生 殖器 の 内景 官能病理 治法未だ尽 くさ ざる と こ ろ

あ り しに 、 方今 と くに 未曾有 、 故 に先 ず こ の 発 明 を講 じて 、 後 に他事 に及 ばん と
… …

」 と

よせ て い る よ うに 、顕 微鏡 、生化 学的分析 な ど 、 改めて 解剖学、 生理 学や 当時解明 され て

た 分析 学 （生化 学）な どが詳 細 に 記述 され て お り医学生 た ち初 め多 くの 読 者 を引 きっ けた

とい え よ う。 しか も 「性衛 生 や 、 男子 の 生殖器 の 部 」 に は プル ハ
ー

フ ェ や フ
ー ヘ ラ ン ドな

ど欧州 医学 界 の 重 鎮が 説い た 「性 衛生学 」 で あ り、実は 古い ギ リシ ャ 医学 の ヒ ポ ク ラテ ス

や 、 ガ レ ノ ス が 説 い た 「性 生理 学 、衛 生 学」 を忠実に継承 して い た し 、 当時 なお 欧州 を支

配 して い た 『オ ナ ニ ー 』敵視論の 源流で あっ た チ ソー や 、 それ らを道徳面 か ら援護 して い

たゲー テ 、 かれ に 心酔 して い た ブル ハ ー フ ェ らや 、ル ソ
ー

等 の 「禁欲的性 医学」 が全 面 的

に 敷衍 され て い た 。

　 フ ー フ ェ ラ ン ドの 出世 作 と もい える 「Mikroblotik」 の 翻訳 抄録 で あ っ た 「長 生法」 の
一

節 、房 事 の 部 に は 『嘗 て
一

洋 医 の 話 しを 聞 く と 、

一
度 の 房 事 は六 オ ン ス の 瀉血 と同 じ く、

一
度の 手淫 は 、六 度 の 房事 と同 じ とい え り

。 手淫 の 人身 に害 あ る こ と推 して 知 る べ し』せ

ん ず り こ の
一

節 こ そ ブル ハ
ー

フ ェ が 説い た 「性 の 威 嚇 的 瞥鐘 」 だ とす る説 が 最近 ア メ リカ

の 性 社会学者 、
バ ー ン ＆ ポ ニ

ー
、プ n 　

一一に よ つ て 発 表 され た 。
「売春 の 社 会史」 1991 ＊香

川 ら訳 、筑摩 書 房 刊 。
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　そ の 後、石 黒忠悳の 「長 生 法」、 文部 省 翻案の 「百科全書、養生編」、 土岐頼徳の 「啓蒙

養 生 訓 」 な ど続 い て 刊行 され た が 、それ らには 「手淫害毒観」が 姿をけ して い っ た
。 明治 5

年 に 緒 方准準の 「衛生新論」 に は 「性生 理 」 とともに 、性衛生 と 「手淫 害 悪論 」 が 登場 し

て い る 。
こ の 中身 は緒方洪 庵の 「扶氏経験遺 訓」に あ っ つ た もの で 、本 質は ヒ ポ ク ラ テ ス 、

ガ レ ノ ス の 「性 衛生論 」 その もの で あ っ た 。

　 『手 淫の 害は過 度の 性交よ りな を悪 い もの で あ る 。 早 晩 必ず憂穆病 に な る の で あ る。

一

方 婦 人 の 男性 に く らべ れ ば色 欲は 弱 い の で 、 違 っ て き よ う』な ど。

　明 治 8 年 に な っ て 、千葉繁 （横浜 在住 の 士 族 とい う）の 「造化機論 、乾坤」 が 刊行 され

た 。 著作者 は ア メ リカ人 の ゼ ー ム ス ・ス トン とされ て い る 。 本 は最初 は学術書 の 形 態 で 樓

薔楼 か ら出版 され 、 扉絵 に は 西洋美人 の 裸体画 が彩色 され て い た 。 な か に 精密 な男女 生殖

器 の 石 盤刷 りの 色彩豊か な もの で あ っ た 。 しか し文面 は 医 学用語 中心 で あ り医 学書の 形 を

と っ た もの で 、全国の 医学書 取 次店 に 配 送 され て い た こ とが 書物奥付 けで 証 明で きよ う。

大衆 向 け にはそ ぐわ なか っ た た め か 翌年 には 「通 俗造化論 」 と して 言葉 も改善 した もの を

発刊 、 た ちまち現在 で い うベ ス トセ ラ
ー

に な っ て い っ た 。

　こ うして 性衛生 の 世 間 に広 ま っ た 反 映 は 、 「房 事養生鑑 」 な る
一

枚の 絵草子紙 に まで な

り 「食事養生鑑」 と も
一般家庭に 普及 した とされ る 。

　 「造化機論 」 を契機 に 、世間 に 「造 化機論 ブ
ー

ム 」の 到 来 とな り 、 明治 30年代まで 約 25

年 間実に 60 余 冊 の 類 書が 巷 に あふ れ て い る 。 明治 8 年 とい え ば 、 明 治維新 の な がれ に乗

じた風俗堕落や猥褻見せ 物 等の 流行 が起 こ り、出版条例 が公布 され多 くの 出版物 が出版禁

上 に は な っ て い たが 、造化機論類似 出版 書 は 発禁処 分に な っ た の は 、 明治 13 年 『造化玉

手 箱 』に な っ て か らで あ る 。 ア メ リカ 、 イ ギ リス もの の 翻訳 が あい つ ぐなか で 、明治 12

年 に は 、 当時世 間の 自由民権運動の 旗手 で あ っ た、三 宅虎太の 翻 訳 『通俗男女 自衛論』が

世 に 出 た。 原 著者 は ドイ ツ 人 レ タ ウで あ り、全ペ ー ジの 3 分の 1 もが 「手淫害毒 論 」 に 費

や され た 本 で あ っ た。 明治 12 年前後には森鴎外に 言わせ れ ば 「性欲抑制 を巡 る世相 の 見

解 は 、賛否 交互 と い うば か りか 、混 乱 の 最中に あ っ た」欧州 の 時代 を最 も反 映 した の が 『通

俗 男女 自衛 論』 で あ る とい え よ う。

　 しか しな が ら、 か か る 「通俗 造 化機論」 の 流行 に た い して 批判的 な 出版物 もあ っ た 。 明

治 10年 に は早 くも京 都の 名 高い 産婦人科医 の 賀川満斎 が 、 『産 科新式』 を刊 行 した 。 当時

の 出版物 の 流行の
一

つ だ っ た 、浮世 絵 の しか け風 の もの ま で 挿入 した もの が あ っ た 。

　 明治 13 年に 出版 禁止 の
一

号に な っ た 『造化玉 手箱』の 禁止 処 分の 理 由が い ま ひ とつ 不

明 だ が 、 巷 の 声 で は こ の 本 の 対象者 を女子 向 け に あ っ た よ うだ 。

　女性 向 けで あ っ た よ うに 内容は い た っ て 平易 な表 現で 、重 きを 「性 欲禁止 と、手淫禁止 、

抑 制 」 に は お い て な く 、 妊娠 、 産後 の 注意 、 交合
一

般論 等が 記述 され た。

　 明治半ば に な る と富国強 兵の 世相か らす る と 「性 、性欲」 は 社会 の 片隅 に 押 しや られ る
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反 面 、学生 へ の 性犯 罪 、 オナ ニ
ー

防止 策な ど
“

国家的課 題
”

とま で され た 。

　明治 38 年に なっ て 医学史研究家 の 富士 川游 が 人性学会を結成 して 画期 的 な機関紙 「人

性」 を刊行 した 。 か れ は ドイ ソ 留学 中か ら性教育に強 い 関 心 を寄せ て い た が帰国後 「性 こ

そ 学際的な協力下 が必要」 と説 い て い た 。
「人性」 に はた ちま ち 、 民 俗学者 、 歴史家 、 考

古学者 、 哲学者 、 医師た ちが結集 して きた 。

　 しか し、 明 治 44 年 に は 、 東京 医科学会の 名で 『生殖作用 男女の 衛 生』 とい う小冊子 が

発 行 され て 、世 の 大新 聞 な どこ ぞ っ て 推 薦文 を掲載 し 、 た ちま ちベ ス トセ ラ
ー

にな っ た 。

こ の 中身 は と い えば東京帝国 大学教授 の 面 々 が顔 を連 ね て い た上 、
一

斉 に 「性 の 陰惨、抑

制」 を叫ん だ もの で 、 長与 専斉 （医務局長）、 大沢謙二 （公衆衛生）、 土肥慶蔵 （泌 尿器 ）

らが参 加 し て い た 。

　 お わ りに ★

　 わが 国 の 近代 医学 の 受容 の なか で 、 性 医学は ど うだ っ た か を資料を 中心 に して 見 て きた 。

残念な こ とに大 きな流れ は とい えば 、 江 戸時代 に オ ラ ン ダ医学の 受容 とあい ま っ て 明治末

期に な る ま で 、 わ が 国 に は 「若者衆、若者宿 」 や 、性 へ の 明 るい 民俗 風習や 生殖器崇拝 な

ど残 っ て い た し 、 地 方 の 民謡や 、 混浴 な ど を見 る限 り本 来 「性 にはお お らか さ」 を持 っ た

世界に 誇 れ る民族だ っ た 。 それが 、 明治維新以 降に な り 「性の 隠蔽化」 が加速 され て きた

とい え るだ ろ う。

　性 医学 も、批 判 す る こ とな く欧州 を渡倦 して た 「性抑制 ＝ 自慰病的視」 論 に依 拠 した も

の が 中心的 な役割 を引 き継い だ もの で 、 明治末まで わ が 国を代表す る東京帝国 大学の 教授

さえが 、 こ の 「威嚇 的性衛 生 」 （山本宣治 ：性 教育） の 旗 ふ りを勤 めた こ とがわ か ろ う。

　た また ま、性 の 解放 また は真 の 大衆 化 を訴 え て きた人 々 は （森鴎外、宮武骸骨 、 小 倉清

三 郎、 山本 宣治な ど） は 、 弾圧 され る側 で 、意 見 の 公 開 す ら制 限 され て きた 。

　二 回 の 世界 大戦 中で も 、 従 軍慰 安婦 の 公 認 （軍人 の 性欲 抑制 へ の 対応 と して の ） か ら優

生思想 の 追及 に命 をか けた永井潜 の 「性 欲観」 の 源流 もまた 「威嚇的性衛 生」 に よっ た も

の で あ ろ う （永井 は 、 富 士 川 の 『人 性』誌 の 最初か ら筆 を奮い 優性 運 動の 官民
一体化 の 道

筋 を歩ん だ）。
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